
ぐるっとまつもとバスに係る運賃政策等の概要

■ 運賃政策 ≪子育て世代の支援と利便性向上≫

■ 基本運賃の改定 ≪路線バスの維持≫

■ 利用者増に向けた取組み ≪誰でも気軽に利用できるバス≫

基本運賃の４０％割引の通学定期券を５０％割引に値下げ

小児運賃（大人運賃の半額）の適用範囲を中学生まで拡大

付添い１名当たりの無賃乗車幼児数を１名から３名に拡大

福祉１００円バス助成事業の支払方法をキャッシュレス化

基本運賃を一律２０円値上げ（乗務員働き方改革に伴う増額）

回数券を１３枚綴りから１１枚綴り相当に見直し

地域連携ＩＣカードの導入により支払や両替の心理的負担を解消

キャッシュレス決済なら運賃を一律２０円割引
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多言語対応の全路線フリー乗車券を導入

現金

福祉100円バスパス券
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■ キャッシュレス決済の進展

・ 支払及び両替を気にせずバスを

利用できる環境づくり

・ コスト削減及びバス運行の定時性の確保

・ 利用者の乗降データの収集

■ 第２期公設民営協定(R10)

・ キャッシュレス決済率７５％

・ 乗降データに基づく効率的で

効果的な運賃体系の構築

・ 学生、旅行者等、新たな利用者層の拡大
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■ キャッシュレス化の推進 ≪効率的・効果的な運行≫

金額式フリー定期券ならすべての路線・停留所で乗り降り自由
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